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新
年
　
明
け
ま
し

て

お
日
出

と
う
ご
ざ

い
ま
す

。

ご
家
族

お
揃

い
に

て
新

し

い
年

を
お
迎
え
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こ
と
と
存
じ
ま
す
。
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あ
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感
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ら
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きよ
十ソ
．
ス
ロ
ー
ガ

ン

「
プ

レ
三
〇

・
輝
け
！
千
代

田
！
」

一
、
平
成

二
八
年

（
来
年
）
に
迎
え

る

「
千

代
田
岳
精
会
創
立

三
十
周
年
記
念
大
会
」

の
準
備

ス
タ
ー
ト
．

二
、
第

四
七
回
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会

「
合
一

吟

コ
ン
タ
ー
ル
」

へ
の
単
独

チ
ー
ム
参
加
．

三
、
諸
研
修

の
継
続
開
催
．

四
、

「
昇
伝
審
査
会
」

の
開
催
。

響
月
十
九
日

（
日
）

に
実
施
す

る
の
で
、

予
め
予
定
を
た

て
、
全
員
参
加
さ
れ
た
し
．

五
、

「
路
′行
会
」
あ

開
催

〓

最
近
お
聞
き
し
た
こ
と
で
す
が
、
徳
本
清

水
教
場
長
が
、
前

田
前

ハ
ザ

マ
教
場
長

（
故

人
）
犬
飼

ハ
ザ

マ
副
教
場
長

と
続

け

て
来
ら

れ
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ヘ
の
、
月

一
回

の

「
吟
塾
」
訪
間
が
今
年
八
年
目
を
迎
え
る

と

の
こ
と
、

そ
し

て
鎌

ヶ
谷
教
場

の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
年

一
回

の

「
詩
吟

の
集

い
」
も
今
年

で

一
０
周
年
だ

と
の
こ
≧
。
そ

れ
ぞ
れ

の
関
係
皆
様

の
地
道

な
ご
努
力
に
心

か
ら
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
私
ど
も

の

”
吟
楽
“

の
あ
り
様

へ
の
示
唆
を
い
た
だ

い

た
と
思

い
ま
す
。

「
ア
ラ
フ
ォ
ー
」
な
ら
ぬ

「
ア
ラ
傘

（
ア

ラ
ウ
ン
ド
傘
）
」
と
い
う
言
葉
を
最
近
知

り

ま
し
た
。
吟
詠

の
力

一
杯

の
声

と
と
も
に
、

こ
の
言
葉

も
躍

っ
て
い
ま
す
。

手

戌

十

七
年

各

精

流

指

様

新

た

星野久風 (清水 )



寧
甕
一
盆

飩
凸
奎

饒
陵

葬

与
、
講

め

て
の
試

み
と

し
て
下

難
轟

摯

養^
で
実
施

さ

れ
、
大

変

な

反
一書
が
竃
繁

さ
れ

た
家
家

の
諸

鈴

轟
塵

を
千
代

麹
主

鍾

轟
食

覇

一轟
慶

と
し

て
業

轟
推

進
委

員
会

が

要
楽

し

て

十

一
耀
言

攣

（
太
）

に
覇
饉

遷
れ

た
。

こ
皐

ま

で
時

録

と
ご

織

撃
少
な

い
蒔

ｔ
邁

窯

東

畢
講

治

を
離

く̈

事

で
菫

善
を
課

藉

て
願

く
た

録
、

お
客
様

が
讐

ま

り

青
す

繰
会

理

と

し

て
難
菫

董

鍾

奢

繭
諄

轟
含

姜
が

手
鑓

撃
え

鈴
鐘
、
馨

彙

入

電

Ｎ
Ｏ

ｌ

幸
占

葬

寺

難

き
ち

一
カ

募
定

垂

三

Ｉ
参
ネ

参
武
蔵

話
登
食

堂

６

意
末

ギ

議

峰

て
魏
築

で
鋼
鍾

す

る
量

聰
麟
裏

象
し

て
、
鮭

書
導
簿

尋
参

議
壼

紅
し

た

い
力
一

会
挙
げ

て
歌
鐘

む

こ
と
を
し

，
　

　

　

　

　

一

一警
争
一食
菫

が

一
Å

訊
上

参
議

彗

藝
方

を
誘

う

一

〕

鐘

二

藁
套

野
議

寺
度
饉

紅

舞
饉

広
資

を
轟

一

す

。
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

一

参

透

遍

で
驚

％

の
援

込

み

を
す

る
　

　

　

　

一

〓

事
轟

課
鍾

撃
プ

彗
ジ

エ
ク
ト
・
轟
支

震

も

一

議

て
、

テ

テ

シ
肇
戎

紅
Å

繕
■

∴
馬

暴

ち
繁

一

場
毎

妊
０

か

ら

ず
夫

を
ヽ

ら

れ
て
ス
タ

ー
ト

一

彗
た

。

晏
教

義

の
反
応

嚢
叢
纏

委

員
会

議
饉

一

・奎
よ

馨

事
幸
＾
畢
奮
・が
大

き

か

つ
た

が
、
九

舞

一

織
墨
最
鍵

寺
状

肇
懸
定

員

を
進

え

る
彎

計
で
，

義

善

≦
嚢

撃
中

ま

し
参

彗

彗

織
轟

定

通
、
変

一

一責
井
」
な

争
■
一
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

饉

婦
霧
規
寒

繰
曇

天
だ

つ
た
が

、

職
‥
卜

一

一難難
臥
罐
贈
苓
醸．鑽
酸
難
鞭
一妙罐
隷錢
鹸
騨
〓

ふ
家

辱

「
簿
餘
義
建
，

二
詩
羹

の
予
定
諾
毒

一

・蘇
み
な
し

号
集
濠
と
な

っ
た
．
　
　
　
　
　
　
一

こ
装
か

う
お
客
様

を
ど

参
よ
う
≧
繋
ぎ

て

一

い
く
か
、
数
場
．
分
震
装
篤
・喬
し
ま
す
ｔ　
　
一

宗

家

一
食
簿

轟

襄

」
轟

饉

プ

泰
ジ

エ
ク

許

サ

ー
ダ

ー

　

　

　

　

・

羅

井

　

鯰

鐘

　

一

十

一
濯

言
議
、
言

詳
寺

一
武

贔

讐
公

会
警
二

薮
鱗

て
、

鐘
本

会
長

命
雑

響

、
業

纂

隷

菫
委

一

員

会

壺

羹

多
護

墓

難
千
代

諄
番

彗

会

主

一嚢

参

一

本

案

「
豊

藝
講

筆

」

が
爆

窪
れ

主
ぅ
会

場

と

一

な

っ
た
食

食
堂

は
、
さ

い
が
購

彙

影
式

壽
縫

一

子
庫

三

玉

０
入

を
蒙
容

で
き

る
轟
式

轟

る
会

一

理

で
轟

っ
た
ぅ
考

事

の
宗

家
会

議
鑽

襄

筆
、　
一

講

経

て
〇

デ
ー

ス
と
し

て
金

轟

さ

れ
た

も

の

一

で
あ

っ
た

が
、
裏

詩

も
、
議
鈴

も
縫

轟

て

参

一

購
鑽

慶

で
二
五
●
え

会
場

を
幾

魔

鏡
し

ょ
う

一

と
一百
う
鐘

み
に

，
い

て
は
華
一常

に
鐸
薫

さ
を

一

簿

う

も

の

で
あ

各
事

と
、

千
装

藝
全

霊

維
暮

一

費

を
含

め

た
業
進

鍮
認
感

で
轟

っ
た

手　
　
　
一

薦
裾

濾

．

一
●

○
人

そ
華
質

し

よ
う

と

の

一

開
議

で
あ

っ
た
が

、
何

れ

な
せ

よ
、

千

箕

藝

一

会

墨

全

震

の
努

島

巻
羅
集

し

て
載
羹

も
手
と

一

一ご
う
事

汀

な

っ
た

。
甘

八
肇
義

の
教

場

最

を

一

審

・心

紅
参

朦
予

韮
壼

や
デ

ー
タ

を
集

討

わ
た

一

轟

難

、
菫

ち
が

、
驚

な
た

こ
と

に
三

〇

等
名

一

重

い
良
数

が
集

議

事
れ
、
参

菫

予
定
構

が
爆

一

妻

さ

筆
、

書
鶴

導

た
食
彙

一
〇

〇
彙

墓

を
麟

一

え

て
、
睦

務
遼

昴
鑓

畿

に

よ

る
三
三

〇
轟

を

一

人

轄

紅
オ

ー
バ

ー

し

て
、

葛

萎

ほ
ま
家

券
吟

一

を

葬
デ
一
ｉ

青
轟

か
ざ

蓬
を
得
基

準
会
量

が

二

一

０
名

襲

慶

轟
た
。
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

一

こ

の
運

嚢

長

奉
饉

流

の
幸

で
、
ま

家

は
、　
一

婆

詩

予
寒

ね
」

暴
鈴

と
、
諄
者

嚢
轟

襄

め
入

一

蓋

嚢

つ
ｒ

ｔ
策

熱

を

も

つ
イ皇

奮

す
れ

，
特
じ

一

も

築
、
体

攀
時

票

を
驚

じ

み

で
、

三
錯

魔

妊

一

一三

っ
て
熱

気
が
轟

濃
主
．
　
　
　
　
　
　
　
　
一

難

難

こ

参
会

を
贅

磯

は
、

人
会

舎
攀

彗
墨

一

み

の
轟

も

轟

て
轟

り
、
今

岬

の

二
良
○
曜

参

一

違

簿

豪
、

曇

妻
岳
量

重

な
資

料

と
し

て
今
簑

一

数

・辱
装
肇

た

参
て
千
武

圏
費

襲

参
購
盛

と
諄

一

て
豊

か

さ

雛
て
纂
く
事

に

な

る
と
悪

い

ま
す
●

）

轟

襄

母
難
鐘

紅
魂

ぇ

っ
て
鎌
、

カ

ラ

ー
ヾ

）

ゴヽ
，／
レ
ツ
ト
・
玉
、

○
○

○
中棋
の
霧
覇

韓

奉
藝

て
革
螺

甕

爾
亀
登

幸

一
方

な

基
ぬ
ご

接
穣

を

量

き
、

買
当

彗
≧
嚢
曲

鬼

主

、
音
鏃

先

生

命

ご
参

菫

聾
繹

饉

こ
と
が

轟
来

ま

し
た

。

菫
糠

会

鉦
鋳
翼

さ

桑
た
難

畿
機
、

議

予
‥

ぺ
‥
デ

三

０

０
岐

季

倉
鍮
二
、

二
〇

●
技

Ｌ

襲

幕

簿

０

０
難

襲

参
移

て
き

一
郷

翁
検

場
右

恵

９
早
轟

か

も

の
強

い
支
援

、
鐘

角

を
受

猪

え
が
、

轟

婆

参
運

営

，
特

義
貯

か
ら
金
義
率

の
実
羹

等

一
会
員

含
資
糠
島

参
縫
貴

な

る
機

角

の
羅

難

で
あ

る

一
と
金
員

藪
丁
、

業

轟
釜

達
委

員
会

一
銅
、　
こ
こ

嚢
強

く
惑
轟

轟

し
た

げ

ま
す

゛

こ
の
豊

轟
蒻
襄

を

言

巻
襲
華

Ｌ
し

て
、
全

踵

参
轟

響
金

難
、
講

理
舞
達

の
議

き

が
広

が

響

、
嚢

■

い
時
翼

③
緩

難

が
生

装

て

く

る
事

豊
祈

蓄
ま
す

。

争
遍



会
長

の
■

七
年

ス

撃
―
ガ

ン

の
三

、
議
覆

修̈
の
続
饉

の
農

套

と
予
定

一∪

最

場

晨

畿
修
会

（
食
姜

主
宰

）

一
濯

三

〇

霧

（
量

）

・
Λ
博
一書

八
議

（
金
）

・む

副
教

壌

裏
霧
議

会

三

月
五

話

（
本
）

・∪

女

子
会

長
饗
議

会

（
女

子
襲

主

饉

）

本

部

醗
薄

轟
幹
事

長

Ｅ
・〓菫
十

六

議

（
月
）

五

薦
麟

九

議

（
金

）

ヽ
・ｔ
澤

三

一
国

（
金
）

一
〇
燿

三

畢
髪

（
全

）

（む

購

隠

窮

銅
酵

会

魯

十側
嶽

層
研

等

攀
月

二
Ｇ

霧

一未
一
奮
■

一
慶
壁

六

黎

ｉ
〓

讐

一守
整

層
研

謗

三

月
世

八

蓼

（
本

）

・
九

躍
麟

撃
揮

（
本

）

器

書蜘
畿

鋼

研

筆

二
月
僣

本

語

（
本

）

・
八
集
讐

七

暴

↑
本
）

云

一
、
会

準
多
　
隷
宿

ご

詩

轟

ｉ
鶴

繭
会

議

室

二
、
時

簿

　

各
十

五
時

～
十

七
詩

詳

轟

は

そ

の
業
度

渡

壽

～
案
《

し
ま
す

。

（讐

薦
鐵
会

（
轟
幹

事

員
会

主
饉

）

．
爆
甘

六

議

（
月
）

・
三

嵯
三
〇

講

（
華
）

三

月
書

五

議

（
汚

）

，
電

層
鷲

蓬

霧

（
雇
）

賤

雹
嬰

六
夢

奎

警嚢 義
・
li

ご秀な ゛奪
ぎなか鋼■1

群黛ξ亀纏
｀

ま綾
｀
管丈

すで ま:・ 量化
早′会えが ①

籍 轟今 蒙

移〇年 をこ

ま方 部実
し拷琴‡i施

た受輸 さ
°
蕃馨れ

お
｀
薄る

罪全金奥

真糞鐵 舞
とがで以

）警
低

鍵

曇

霙

曇

師

範

幸
義
準

轟

鑢

諸

惧

警
奎

を
築

え

て

東

陽

覇
支

都

　
太

導
　

鐘

畿

畿

懇
先

壼

の
心
轟

か
を
受
裁
Ｌ

薫

襲

覇
教

鍵

に
纂

一
藩
豊

と

し

て
余

季
糠

く
考

え
よ

う

と

も

せ
ず

人
会

し

た

今
は
、
今
′
か
ら
露

三
年

継

離

の

子

と
で
し

た

。

ま

さ

覆
憮

天
気

と
し

か
言

会
よ

う
が

あ

警
嚢

せ

ん
。
議

鐘
入

一
餞

物
覚

え
が

懇
く
、
鐘

覇

燿

な
性

で
あ

暴

こ
と

か

ら
、

蔑

そ
や
嬢

郵
先

生

は

で

テ
で

テ
さ

れ

た

こ
と

で
し

ょ
う

。

そ
ん

な

一視
が

こ

の
度

管

曇

の
華
資

を
受

け

る

こ
と

に

な

幸
え

器

で
す

。

こ

の
選

を

教
轟

姜

か

ら
藤

章
、
翼

っ
亀

逹
縫

藝
先

壷

に
報
奎

饗
た

し

ま

し
た
。
　

Ｆ
す
じ

し

」
ま

で
懇

甕

参

た

ね
」

悪

わ
ず

要

が

離

象

華

し

た

，
い
軽
え

今
・濾

を
標

薫
し
得

た

の
は
詳

轟

ろ
う
饉

鋒
先

生

あ

っ
た

装
ぱ

≧
そ

の
“
攀

な

の
で
す

」
そ

う
申

し
■
新

た

が

っ
た

っ

昇

転
審

金

は
最

、

由

、

雲
、

と
受

け

て
参

攀
ま

し

た

が
、

こ

勢
え
び

軽
量

〓

を
感

じ

た

子

と
は

あ

雫
ま
せ

ん

で
し
キ
一。

識

軽
言

う

拝
免
講

構

雲
“

二

参
重

さ
毅

な

の
で
し

ょ
う

か

な
鑑

定

時
趨

豪

三
議

、

構
詩

、
最

擦

講

で

轟議諌ブ
｀
Jヽ・ ブゝ
｀
デ・ヽ LゞJ｀ 神ヽ 神 議メL「 栗ヽ

蓄窪  ザず ザ ザ  ザ ず 襲

谷 二密ママママニマ彗簿水 :二iマ 町
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耀 ま:‐

まま人
・
lf

姜f⌒
⌒ ,1
肇
▼

=―

し
た

，
野

を
重

し

て
鑢
然
羹

失

Ｌ

で
も
書

藝

ま

し

よ
う

か
、
途

方

も

な
く
難

し
く
感

じ

亀

の

で
す

。

そ

の
時

薫

輸

先
生

の
音
裁

菫

理
を

薫

い
だ

■
ま

し
た

。

ま
ず
霧

藩
音
議

軽
は

み

ま

し
た
、
翡

朦
先

生

参
特
轟

を

受
け

な
が

ら

燿

誕
は
ど

ん
ど

ん
羹

彙

て
話

き

ま
す
亀

節

轟

が

慧

う

よ

う

装
取

筆

な

婆
鋳

濃

た

ら
気
持

ち

装
な

っ
た
。
ど

こ
か

に
上
手

に
鈴

じ

ょ
う

と

言

う
意

轟
■

が

攀
が

導

っ
た

の

で
は

な

い
か
、

も

っ
と
票
摯

に
な
れ

‥
自

分

に
募

り

か
け

た
ｃ

家

幸

に
時

議

を

べ
夕

ベ
タ

と
難

り
、

と
難
か

く
声

壁
暴

し
ま
く

っ
た
。
蕃

奎

母
羹

夜

、

藤

鏑

記
濃

ま

時

こ
み

で
磯

蓼
先

生

の
最

後

の
時

聾

が

轟

攀

「
よ
し
、
，
そ

の
ま

ま
棄
然

等

で

藝

け

一
　

Ｔ
有

り
轟

う
ご
ぎ

稀
ま

し

た
」

ュ
翌

議
、

家

党

の
鍵

で
時

じ
終

え
た

壽
で
し
た

。
合

奪

一
管

曇

」

警
量

を
受

審

し

て

繭
轟
　
蟻

戸
　
醸
一
罐

Λ
会

し

て
十
九

年
、

こ
の
療

「
湾

雲
」

を

受

審
言

る

こ
と
が

轟
喪

ま
藝

た
。
今

電

の
書

量

は
今

迄

よ

馨
も
最

轟

の
プ

レ

ッ

シ
ャ
ー

≧

「
重

み
」

を
感

じ
緊

嚢

の
感

続

で
し

た
。

も

霙

鉾
審

査

豪

か

っ
て
議

轟

子

薦

ル
チ

ャ

ー

ド
平
成

十

年

か
ら
鞠

題
等

銅

、
ご

構

導

議

い
た
家

量
鐘

曲
霧

織

亀

生

砕
鰹

轟
グ

ル
‥
プ

範
入

り
、

十

一
年

搬

静

に
ご

審

量

畢
機
会

難

纂

し
ま

し

た

。

轟
饉

時

鐘

二
鐘

ド
舞
簿
詩

「
蕃

」

と
七
貫

簿

講

「
簿

を
変

く
雲

で
講

文

を
傲

え

を
Ｏ
Ｌ

構

常

し
ま

し

た
っ
簿
詩

豪
ム

る
九

購

言
九

轟
、

有

紙
者
研

修

会

で
多

少
嶼
強

し
ま

し

た

器
で

こ

鍛
鈴

で
あ

摯
ぱ

≧
内

心
患

っ
て
お

議
ま

し

た

が
、
家

元

か

ら

「
蕃

」
を
鈴
ず

る
毒
指

示

さ
れ
、

や

っ
く
り
鋳

策

を
Ｌ

Ｌ
轟

し

て

一
番

を
玲

じ

ま

し

た
。

家

元

か

ら
豪
、
な

覆
襲

う

の
指
摘

を
受

け

る

こ
と

も

な
く
安

瑳

い
た
し

ま
し

た

が
、
鈴

董

一、
内

攀

も
な

た
鑓

い
ご
話

轟

Ｌ
轟

か

務
内



ぎに吟か はた終 み精
｀
現 ら いア
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一
　

尚

一
層

の
結
蓬

散
水
　
・山
口
　
勝
晨

」螂嘲凛靭薫軒̈
義榊端中審議峠』雌

奥
伝
審
査
を
受
構
鵬

て
山
崎

　
楊
風

こ
の
度
、
　

”
風
“

の
雅
号
を
頂
け
る
こ
と

に
融
脚
は
経
雅
．
“亘
省

を
頂

い
た
時
、
目
輝

を

”
風
“
に
な
り
た
い
と
憧
れ
を
持

っ
て
思

知
舞
れ
は
だ
蝉
劫
獅
齢
び
灘
鰤
け

に
■
難
ｒ

な
ご
指
導

に
助
け
ら
れ
て
き
・ま
し
た
。
そ
の

な
か

で
詩
吟

の
素
晴

ら
し
さ
を
知

る
事
が
出

来
、
何

と
か
憧
れ

の

”
風
“

の
雅
号

に
迎

り

着
く
事

に
な
り
と
て
も
嬉

し
く
思

い
感
謝

の

気
持
ち

で

一
杯

で
す
。

こ
れ
か
ら
、
頂

い
た
雅
号
に
相
応
し
く
な

れ
る
よ
う
研
鑽

・
努
力
し
、
友

の
輸
を
広
め

る
よ
う
心
掛
け

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
・す
。

先
生
、
一先
輩
、
後
輩

の
方

々
、
今
後
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

奥
体

師
範
を
拝
緩

田
　
粕
川
　
紘
風

奥
伝
師
範

の
受
審
は
、
真
分

の
吟

を
見
直

酎
猥
酢
麟
．総
蹴
竜
却
毒
纂
毒
Ｔ
奮
舞
坤
脚
霧

つ
た
よ
う

に
感
じ
ら
熟

賜

っ
た
流
・統
の
教

え
を
、
深
く
学
び
、
新
し

い
吟
友

に
確

り
伝
ぇ
る
事
が
努

め
だ

と
思

い

ま
す
。
そ
れ
に
は

一
層

の
研
鑽
努
力
を
し
な

¨
彗
ポ
嗽
τ
け
”
拝齢
舒
錐
静
蛤
碍
、・生大
_.勢

命
吟
じ
る
と
、
素
晴
ら
し
い
と
誉
め
ら
れ
た

り
、
吟
を
習

い
た

い
と
言
う
方
が
現

れ
た
り

す
難
置
野
難
わ
離
熟
い腱
測
費
輔
ば
鮭
耐
デ

紳」却蒔康］巾湘』Ｆ動ｍい押攀輩螂

い
ま
す
。

褒
め
ら
れ
お
だ
て
ら
れ
て

新
宿
　
小
柴
　
藤
山

詩
吟
を
始
め
て
八
済
が
か
な
か
出
ま
せ
ん

で嚇
わ
一
薇
組
ず
嚇
〔

耐彗い］赫けｒ時一

ん

で
し
た
。

こ
れ
も
諸
先
生
方
、
諸
先
輩
方

の
ご
指
導

〕螂拗饗螂岬料畔書印囃けに紳哺織制

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

中
伝
師
範

と
し
て
の
想

い

ハ
ザ

マ
支
部
副
教
場
長
　
石
田
　
勝
山

榊̈一中「い̈中中攀審け轟雌̈はい

輝
和翻
蝉
ぎ
櫛
雑
認
一

を
受
け
る
事

に
し
ま
し
た
。

爆『軸鐸岬熱綱癬一一一一一」一榊̈

か
、

以
前

に

「
噺
家

一

4



れ
ど
行
く
先

々
の
水
に
合

わ
ね
ば

」
と
言
う

文
旬
を
思

い
出
し
た
。
岳
精
流

の
流
統

を
正

し
く
伝
え
ら
れ
る
か
、

こ
れ
か
ら
漢
詩
、
歴

・受
、
作
者
等

々
老
仄

て
の
勉
学
が
ど

こ
ま
で

通
用
す
か
努
力
あ
る
の
み
で
す
。

諸
先
輩
及
び
諸
先
生
方

々
の

一
層

の
お
力

添
え
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

準
師
範

と
言

っ
て
も
、
実
力
は
？

新
宿
第
二
教
場
長
　
・加
納
　
隆
泉

準
師
範

の
試
験

―
半
世
紀
以
上
も
前

の
入

社
試
験
以
来

の
ベ
ー
パ
ー

テ
ス
ト
は
不
轟
来
、

あ
ま
り
に
も
日
晒
あ

勉
強
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
を
痛
感
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

あ
れ
こ
れ
手
を
出
し
過
ぎ

て
い
て
時
間
が
な

い
の
も
事
実
だ
が
、
他

の
皆
さ
ん
に
比

べ
熱

の
入
れ
方
が
足
り
な
い
の
だ

ろ
う
。

趣
味
は

「
ゴ

ル

フ
、
碁
、
吟
」

の
３
Ｇ
と
言

い
、
吟
を
二
番
目
に
置
い
て
い
た
咎
か
？

洒
井
帆
風
新
宿
プ

ロ
ッ
ク
長
か
ら
言

わ
れ

名
前
だ
け

の
教
場
長
を
引
き
受
け

て
以
来
、

吟
を
第

一
順
位

に
し
た
が
、
な
お
不
十
分
な

こ
と
を
実
感
し

て
い
る
。

「
指
導

と
は
伝
達
、
と
も
に
学

ぶ
姿
勢
が

大
切
」
と
言
え
宗
家

の
言
葉
を
肝

に
銘
じ
、

第
二
教
場
ば

か
り
で
な
く
、
一新
宿
プ

ロ
ッ
ク

の
諸
兄
姉

と
と
も
に
勉
強

し
、
名
実
と
も
に

教
場
長

の
役
割

を
果
た
し
た
い
も
の
だ

。

中
伝
準
師
範
を
受
審

し
て

ハ
ザ
ヤ

支
部
　
鈴
木
　
政
出

今
年

で
私
は
岳
精
流
に
入
会
し
て
足
婆
け

八
年
と
な
り
、
準
師
範
を
受
験
す
る
資
格
を

得
ま
し
た
。
勿
論
受
験
す

う
積
も
り
で
い
ま

し
た
の
で
、
教
場
あ

詩
吟
練
習
後
先
輩
方
に

今
迄

の
試
験
内
容
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
中

々

難

し
い
と

の
お
話

で
し
た
。
し
か
し
千
代
田

で
は
、
事
前

に
傾
向

と
そ

の
対
策
を
指
導
し

γ
頂
け
る
と
言
う
事

で
す

の
で

一
寸
安
心
し

た
次
第

で
す
。
そ

の
後
、
十
月
中
旬
勉
強
会

を
し
て
頂
き
受
験

に
対
す
る
心
構
え
が
出
来

た
の
で
気
一持
ち
も
楽
に
な
り
ま
し
た
。

十

一
月
三
日
の
試
験
日
に
は
吟
道

の
先
輩

方
と
共
に
試
験
に
臨

み
ま
し
た
。
試
験
会
場

で
は
普
段
三
人
掛
け

の
机
が

一
人
づ

つ
の
配

置
に
な

っ
て
お
り
、
六
十
後
年
前

の
学
生
時

代

の
試
験
を
想

い
、
な

っ
か
し
く
感
じ
な
が

ら
問
題
、
答
案
を
記
入
し
提
出
致
し
ま
し
た
。

提
出
後
今
迄
を
省

み
乍
ら
、
更
に
吟
道

の
基

本
を
確
り
身

に
付
け

て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い

気
持
ち
を
・強
く
感
じ
ま
し
た
。

午
後

の
面
接

で
、
奥
村
先
生
か
ら
今
日
か

ら
吟
道

の
指
導
者

に
な

っ
た
の
で
す
か
ら
、

今
後
は

「
一教
え
る
事
は
学
ぶ
事

で
あ
る
」
そ

の
為

に
は
吟

の
研
鑽
と
品
性

の
向
上
に
努
め

て
下
さ
い
と
の
お
話
を
頂
き
大
変
参
考

に
な

り
ま
し
た
。

私
は

こ
れ
迄
に
も
増
し
て
、
吟
道
に
励

み

良
き
指
導
者
を
目
指
し
て
遁
一張

っ
て
行
く

つ

も
り
で
ご
ざ

い
ま
す
。

最
後
に

こ
れ
迄
ご
教
授
下
さ

っ
た
千
代
田

岳
精
会

の
会
長
さ
ん
他
顧
間

の
先
生
方

に
は

感
謝
を
申

上
げ

る
と
共
に
、
今
後
も
宜
し
く

ご
指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

中
伝
準
師
範
試
験
を
受
け

て

ハ
ザ

マ
支
部
　
丸
山
　
育
山

現
役

の
仕
事
を
全

て
卒
業
し
少
し
ゆ

っ
く

り
し
よ
う
と
思

っ
て
い
た
時
・、
義
母
か
ら
生

涯
吟
道

に
取
組
む

こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
吟

友
が
増
え

一
層
活
気
が
出

て
毎

日
が
楽
し
く

過
ご
す
事

が
出
来
ま
す
よ
と
勧

め
ら
れ
た
。

そ
の
時
私
は
詩
吟
は
高
齢
者
が
学
ぶ
こ
と
だ

と
思

っ
て
い
た
が
、
急
に
詩
吟

を
習

っ
て
み

よ
う
と
そ

の
気
に
な
り
、
早
速

ハ
ザ

了
教
場

に
入
会
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
時
年
齢
は

七

一
歳

で
し
た
。
月
二
回
の
練
習
、
会
一長
、

纂

場
長
、
先
輩
方
が
優
し
く
指
導
し

て
下
さ

り
家
に
県

っ
て
か
ら
も

一
生
懸
命
練
習
し
ま

し
た
。
あ
る
時
妻
か
ら
上
手

に
な

っ
た
ね
と

褒
め
ら
れ
、
応
援
し
て
く
れ

て
い
る
ん
だ
な

と
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
が
、
本
人
は
吟
を
覚

え
る
事
だ
け

で
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
苦
し
い

日

々
も
あ
り
ま
し
た
が
、
早
や
八
年

の
歳
月

を
無
事
過
ご
す
事
が
出
来
、
も
う
少

し
若

い

頃
か
ら
習
え
ば
良
か

っ
た
な
あ
と
反
省
、

こ

の
度
、
中
伝
準
師
範

の
試
験
を
受
け

る
機
会

を
頂
き
、
徹
夜

で
勉
強
し
て
試
験
場

へ、
向
か

い
ま
し
た
。

今
年
も
宗
家
横
山
精
真
先
生

の
平
成
甘
六

年
度
指
標

『
本
気
』
で
生
涯
学
習

の

一．吟
道
」

に
取
組

み
吟
友

の
増
員

等
に
尚

一
層

の
努
力

し
よ
う
と
気
持
ち
を
新
た
に
致
し
ま
し
た
。

今
度
、
田
舎
に
帰
る
機
会
が
有
り
ま
し
た

ら
詩
吟
を
勧
め
て
く
れ
た
義
母
に
中
伝
準
師

範

の
試
験

を
受
け
た
事
を
報
告
し
ょ
う
．́
と
思

っ
て
い
ま
す
。

§

藝

日

一‥

日
本
武
道
館
に
二
年
振
り
に
出
場

外
部

の
支
援
を
頂
い
て
再
開
さ
れ
た
合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
が
十

一
月
九
日

（
日
）
曇
本
武

道
館

で
翼
催
さ
れ
、
出
場
し
た
総
本
部
男
子

に
千
代

興
か
ら
も
五
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

結
果
は
八
位
人
賞

と
大
健
闘

で
し
た
が
、
惜

し
く
も
三
回
連
続

メ
ダ

ル
獲
得
に
は
属
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
出
場

の
皆
様
ご
苦
労

さ
ま

で

し
」・ヽ
．

出
場
者
　
宮
野
幸
泉

（東
陽
町
支
部
）

宇
田
川
静
泉

（新
宿
）
湯
浅
和
美

↑
中
野
）

平
井
茂
行

（神
田
）
　

石
一井
　
浩

（新
宿
）

一ｂ



与

茅

。
年

妾

今
年

の
手
支
は
乙
未

で
す

七
日
目

の
年
男
に
な

っ
て

丸

の
内
第

二
支
部
　
森

田
　
準
泉

七
日
目
と
い
う
こ
と
は
、
今^
年

八
十

四
歳

に
な
る
こ
と
で
す
。
男

の
平
均
寿
命
は
越
え

た
わ
け
で
す
が
、
家
元
や
そ
の
他
長
寿

の
大

先
輩
が
数
多
お
ら
れ
る
中

で
は
決

し
て
喜
慢

で
き
る
よ
う
な
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

然
し
、
同
年
や
も

っ
と
若

い
人

々
で
も
亡

く
な

っ
て
行
か
れ
る
方
が
あ
る
中

で
、

と
も

か
く
元
気

で
い
ら
れ
る
の
は
ひ
と
え
に
毎
週

大
声

で
詩
吟
を
詠

っ
て
い
る
お
陰

と
思

っ
て

い
ま
す
。
声

を
出
す
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一教
場
に
来
れ
ば
、
磯

田
先
生
や
岩
崎
先
生
、

木
下
先
輩

な
ど
お
元
気
な
方

々
に
接
す

る
だ

け

で
負
け

て
は
お
れ
な
い
と
い
う
気
分
雑
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

私
は
詩
吟

の
仙
一に
日
本
民
一謡
も
習

つ
て
い

ま
す
。
こ
の
先
生
も
今
年
九
十
歳
に
な
り
ま

す
が
至

っ
て
元
気

で
す
。

こ
う

い
う
方

々
の

指
導
を
受
け

て
大
声

を
出
せ
る
趣
味
を
持

っ

て
本
当
に
幸
せ
だ
一と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

詩
吟

の
世
界
に
入

っ
て

調
布
　
吹

田
　
澄
代

馬
齢
を
重
ね

て
幾
年
月

‥
‥
こ
の
歳

に
な

っ
て
詩
吟
を
始
め
る
と
は
考
え

て
も
居

り
ま

せ
ん
で
し
た
。

あ
る
日
、
友
人
に
誘
わ
れ
調
布
教
場

に
伺

い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
磯
田
先
生

の
吟
を
拝
聴

ずヽ
る
こ
と
が
出
来
、
素
晴

ら
し
い
美
声

に
感

動
し
早
速
お
仲
間
に
入
れ

て
頂
き
ま
し
た
。

）と
こ
ろ
が
大
誤
算
、
美
声
ど

こ
ろ
か
声

は
か

す
れ
息
は
切
れ
、
お
腹

に
力
を
入
れ
て

（
こ

れ
が
な
か
な
か
難
し
い
）
大
き
な
声
を
出
し

て
と
悪
戦
蓄
闘
し

て
居
り
ま
す
。

先
日
、
初
め
て
女
子
部
研
修
会
に
参
加
致

し
皆
様

９
熱
意
に
感
心
し
、
そ
し
て
大

い
に

反
省
致
し
ま
し
た
。

人
生
は
一勉
強

０
連
続
と
申
し
ま
す
。
諸
先

輩
方

の
吟

に
対
す

る
情
熱
を
お
手
本
に
精
進

し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

早
く
も
三
年
を
迎
え
ま
し
た

神
楽
坂
　
高
畠
　
洋
子

主
人

，
秘
書
役
と
し
て
入
会

さ
せ
て
頂
き

早
や
、
三
年
を
避
え
よ
う
と
し

て
居
り
ま
す
。

私
に
と
り
。
馴
染

み
の
薄

い
漢
詩

の
世
界

で

作
者

の
心
情
を
理
解
し
な
が
ら
腹
式
呼
吸

の

発
声

で
吟
ず

る
こ
と
の
難
し
さ
に
、
戸
惑

い

を
感
じ

つ
ゝ
、
今
は
出
来

る
だ
け
日
々
声
を

出
す
習
慣
を
身
に
付
け
る
様
心
が
け
て
居
り

ま
す
。
超

々
高
齢
者
と
な
り
ま
し
た
私
ど
も

二
人

を
い

つ
も
お
見
捨

て
な
く
ご
指
導
下
さ
い
ま

す
耳
塚
昇
風
先
生
は
じ
め
萎
先
生
が
た
諸
先

輩

の
方

々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

て
居
り

ま
す
。
微
力

で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
千
代
田
岳
精

会

の

一
員

と
し
て
研
鑽
を
重
ね

て
参
り
た
い

と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

吟
を
楽
し
み
　
さ
れ
ど
獲
足
せ
ず

我
孫
子
　
佐
藤

　

一
泉

年
男

の
年
頭
に
当

っ
て
、
自
分

の
歩

み
を

回
顧
し
ま
す
と
、
岳
精
流

の
詩
吟
に
出
合
え

た
事
は
私

に
と

っ
て
最
も
幸
運

の

一
つ
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。

私
が
吟
を
始
め
る
切

っ
掛
け
は
大
学

の
先
輩

で
会
社

の
元
上
司

の
強
引
な
誘

い
で
し
た
。

先
輩

と
は
、
昨
年
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
前
一鎌
倉

教
場
長

？
高
橋
辰
風
さ
ん

で
す
。
改
め
て
ご

”
老

い
初
め

て

先

の
い
の
ち
を
　
侍

み
と
し

さ
ら
に
詩
吟

を
　
吾
は
続
け
ん
“

奥
深

い
吟

の
世
界

ハ
ザ

了
支
部
　
犬
銅
　
勇
山

千
代
興
岳
精
会
に
入
会
し
、
今
年

で
九
七

年
に
な
り
ま
す
。
そ
の
問
…
、
定
期
的
に
行

わ
れ
る
研
修
会
に
出
た
り
、

コ
ン
ダ

ク
タ
ー

の
操
作
方
法

を
覚
え
た
り
、
漢
詩

の
会

で
落

つ足  一 じで輝諸 の至 品後 い音 な切 まと会誘  れ しした は蛇冥
一せ こ杯入す き先 は福で懇 て痴 い丁 し移 しい話 ばたた

゛
得足福

つず れ吟 つ
゛
欣輩
｀
のす親頂な の寧 た転 まで をと

゛
が私意な を

克
Lか
じて こ然が卒時

°
会 い私でな

°
しし
｀
戻残今

｀
も先がお

服 を らたおれ と塁寿で楽で て も密 ご こ
｀
た平 し念 に若 同の ら祈

し座 はい りが し鐸 をす しの い何度指 の我
°
成 まで しい席 N｀ り

た右 ¬とま吟 て と越
°
い先 まとの導 間孫教 甘す なて こし自高 申

いの吟思す の吟 しえ更吟生すか濃 を五子 場一 と り思 とて動橋 し
と銘 を つ

゛
持 じて らにと手

°
つ い頂年教 は年

｀
まえ もお車 さ上

念 に楽 て私 つ ら
｀
れ吟美作そ い教 き余場松九高せばあ りのんげ

じししお も力れ若 たで味 りして場
｀｀
と戸 月橋 ん一 つお Tが ま

ててみ りあ
｀
て者方感 しのて行で然二名 か松 さ

゛
緒 て誘氏吟す

お
｀｀
まや凄お のや勁 い酒

｀
けす も宮前 ら戸 ん  にお いの に °

り課 さす か さ ら如 ご し肴 の教 る
°
会先が我分 の 始 断 を勧入⌒

ま題 れ
°
りだれ く喜て

｀
肴場 よ鈍員 生変孫室強  め り受誘 る合

す をど 元 とる顔齢 い正 は終 う感が のわ子へ 引 て しけで契掌
°
一満  気感事が の るに絶 了導 で少懇 りへ入な お まま し機 V



選

し
た
り
、

と
色

々
な
経
験
を
し
て
ま

い
り

ま
し
た
。　
一
時
期
、
声
が
出
な
く
な
り
、
水

六
本

で
吟
じ
る
の
が
苦
し

い
事
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
都
度
、
諸
先
輩
方

か
ら
多
方
面
に

亘
る
親
身
な
ご
指
一導

を
頂
き
、
知

れ
ば
知

る

程
、
吟

の
世
界

は
奥
深

い
な

ァ
と
、
ビ

ッ
ク

ず
し
な
が
ら
感
謝
す

る
毎

日
で
し
た
。

昔
か
ら

「
ハ
ザ

マ
十
年

』
と
言
う
言
葉
が

有
り
、
十
年
や
ら
な
け
れ
ば
一偉
そ
う
な
事
は

言
え
な
い
と
教

え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
あ
と

三
年
頑
張
れ
ば
準
師
範
に
な
れ
、
熱
海

の
研

修

に
も
出
さ
せ

て
頂
け
る
よ
う
に
な
る

で
し

よ
う
か
ら
、
よ
り
二

層

の
技
一術
の
飛
躍

も
期

待

で
き

る
と
思

い
ま
す
。

健
康

の
た
め
に
始

め
た
吟

で
す
が
、

こ
の

分

で
す
と
曹
歳

ま
で
続
け

そ
う
か
な
？

年
男

の
願

い
ハ
ザ

マ
支
部
　
・有
馬
　
幸
山

平
成
十

一
年
、
岳
精
会

に
入
会

以
来
十
五

年
経

ち
ま
し
た
。
当
時
は
北
青
山

の
旧

ハ
ザ

マ
本
社
地
下

の
日
本
間

（
女
子
職
員

の
お
茶
、

お
花

の
稽
古
場
）

で
飯

日
、
鈴
木
両
先
生
ご

一指
導

を
受
け
た
事
を
昨
日

の
よ
う
に
覚

え
て

い
ま
す
。
そ
の
後
千
代

田
も
一組
織
拡
大
、
充

実
し
三
〇
０
人
を
越

え
る
ま
で
に
発
展

し
た

事
は
、
洵

に
ご
同
慶

に
堪

え
ま
せ
ん
。

ハ
ザ

マ
教
場
も
外
部

の
方
が
男
女
・共
多
数
入
会
さ

れ
、
昨
年

の
十

一
月

の
温
習
会

は
お
見
事

の

百
言
に
尽
き
ま
す
。

一
元

々
、
戦
前

か
ら
特
に
建
一設
業
界
は
志
気

昂
揚

と
精
神
修
養
あ

た
め
に
一詩
吟
が
盛

ん

で

し
た
。

ハ
ザ

マ
で
も
佐
久

間
ダ

ム
に
始

ま
り
、

一名
古
屋
城
、
会
津
若
松
城

の
竣

工
式
、
梁
川

星
厳
墓
前
祭

な
ど
に
全
国
有
志
集
結

し
、
吟

詠
会
が
盛
大
に
挙
行

さ
れ
た
事

を
懐

か
し
く

一悪
い
だ

し
ま
す
。

未
年
生

ま
れ
、
古
参
に
名
を
連

ね
な
が
ら

ま
だ
ま
だ
精
進

が
足
り
な

い
と
痛
感
し

て
い

ま
す
。
悪
条
件
を
物

と
も
せ
ず
吟

に
取
組
ん

で
お
ら
れ
る
方

の
熱
気
に
も
唯

々
敬
服
す

る

ば
か
り

で
，丁
。

「
過
去

に
拘
わ
ら
ず
、
明

員
に
迷
わ
ず
、
あ

る
が
ま
ま
に
今
を
生
き
よ
う
」
を
生
活
信
条

と
し

て
次

の
丁
未

の
歳

を
巨
指

し
、
無
理

を

せ
ず

楽

し
く
元
気

で
詩
吟

を
続
け
た

い
と
念

願
し

て
い
ま
す
。
今
後
共
宜
し
く
ご
指
導
を

お
願

い
し
ま
す
。

今
年
は
年
女日
暮
里
　
士
目
田
　
節
子

満
州

で
生
ま
れ
、
何
も
判
ら
ず
父
母
に
手

を
引
か
れ
引
揚
者
と
し
て
舞
鶴
港
に
着

い
た

私

も
、
早
や
今
年
は
何
回
貝
か

の
年
女
．
同

期
生

と
古
稀

の
会

で
嘉
交

を
暖

め
て
か
ら

二

年

。　
一
年

々
々
が
と

て
も
貴
重

に
思
え

る
歳

に
な
り
ま
し
た
。

元

々
喉

が
弱
く
Ｔ
Ｖ
で
吟
・が
喉
に
良

い
と

放
送

さ
れ

て
い
る

の
を
見

て
、

日
尻
先
一輩
の

紹
介

で
日
暮
里
教
場

に
入
会

し

て
か
ら
三
年
、

い

つ
も
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
吟
が
続
け
ら
れ

る
の
は
本
多
教
場
長
始
め
ご
指
導
下
さ
る
諸

先
生
、
先
輩

の
皆
様
、
和
気
議

々
の
吟
友
が

い
て
こ
そ

の
事

で
す
。
次

の
年
女
が
迎
え
ら

れ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
も

あ
り

の
ま
ま

で
お
迎
え
が
来

て
も

”
せ
く
な

老
後

こ
れ
か
ら
よ
と
“
伝

え
奥

の
深

い
吟
を

少

し

で
も
一理
解

し
、

そ
れ
な
り
に
楽
し
み
な

が
ら
続
け

ら
れ
れ
ば

と
思

っ
て
い
ま
す
。

詩
吟
入
門
経
緯

と
広
が

っ
た
輸

全

プ
マ
支
部
　
一二
島
　
　
寿

社
友
会
関
東
支
部
長

の
萩
原
晴
風

ハ
ザ

マ

教
場
長

さ
ん
か
ら
、
青
葉
台

で
カ
ラ
オ
ケ
会

が
あ
る
の
で
行

っ
て
み
た
ら
と
お
誘

い
が
あ

り
、
出

か
け
た
と

こ
ろ
駅
に
加
藤
虎
風
さ
ん

の
迎
え
を
頂
き
、
会
に
は
功

刀
蒼
風
、

有
馬

あ
る
夏

の
夜

の
吟鎌
倉
　
八
新
　
通
正

したもじ段強吟力が女い達程降今が
さだ邊て教さを :テ 性まやのる夏あ私
をろかい場が期を l五 し子屋天は りの
感 うにれで感待通プ人た曇全気菫

｀
生

じと迫ば聞 じしし伴
｀°
にがでが夏む

た思力
｀
いらてて奏男終よ出し多の地

次いのスてれいので性盤るてたく終区
第
｀
あピいなま吟始二に歌おが

｀
りに

で岳る lる いし詠ま人吟や り
｀
こに北

す精朗力先吟たで りに詠踊境狭の祭条
・会々 1生 でがあまよが り内い百礼氏
のたを方 し

｀
りしる組がで参 もがゆ

「7Aる 通がたど迫た合ま技は道小催か
の吟さこ

゛
う力・吟れ露地脇雨 さり

素がな こ私 にのスやてさ元にがれの

晴聞 くでがもあピ独おれの五時ま神
らけて吟普力る l吟 りて人軒々す社

て し後 と新鈴山修識得かまし幸
更てのの泉末

｀
黒のしらした出

にお食付
｀
政中
｀
あ
｀
詩た
゛｀

精 り事全二重I内二 つ入吟
°
そ犬

進まとい反
｀
博宮た門へその飼

致す大の田関山祥城いのの時勇
じ・変輸奉川

｀
風戸たお後

｀
山.ま

感にが泉慶丸
｀
龍 し誘の何の

す謝楽広
｀
山山二城 まい歩か皆

°
で しが宮

｀
育井
｀
しが こ感さ

すい り永井山内中たあうずん
°
雰
｀
明日
｀
壽川
°
り会るが

新囲詩彦舜石出春教
｀
で もお

年気吟の泉田
｀
風場成萩の集

をで
｀
皆
｀
勝山
｀
で程原が ま

迎過そさ清山本宮はとさあ り
えごのん水

｀
薫澤面納ん りで



一
つ
の
壼

、　
一
つ
の
一菫
菫

丸

舎
彙

簿

三
支
轟

　

轟
難
　

華

ｎ

　

一一

詩
等

を
結

疹

て
鋼

年

に

ち

な
り

真
す
拳

、
　
一

一委
し

い
声

で
吟

ず

る
事

で
は

な
く
、　
一
つ
の

一

・言
，
　

つ
骨
言
奪
轟

幸

な
鑓

く
燿

書
込

み
、
　
一

そ

の
業
霙

猛
藩

め
ら

装
た
作

者

の
心

を
勢

藝

一

ち
装
え

う
と
今

も
肇

萎

の
毎

き

で
す

．　
　

　

一

先

生

方

雑
惑

／

れ
、

ま
え
農

き
吟

業

と

の
交

一

静
時
、

そ

今
魏

難
糠

量
管

理

装
気

を

つ
け

て
，

・輸
舎
姦

し
さ
が

こ
れ

か
暴

の
入
壺

で
す

。
　
　
一

音

桑
量

章
繭

の
霧

活
量

　

　

　

　

　

　

　

一

溝
水

　

一穣
簿
　

宣
麟

難

年
十

耀

通
、
人

難
ト

ツ
ク
菱
受
参

し

て

幹
ま
す

。
後

壼

の
理

轟
紅

「
轟
な

た

の
議
難

一瞳
惹
」

ル
ミ
一・
う
な

か

轟
尋
一
ま

す
，
今
鍾
，
の
鮭

Ｌ
　
一
Λ
善

（
）
Ｏ

ｒ・一
ｃ
」

で
し

た
。
試
晰
一覇

か

』
壽

藁
さ

れ

た
垂
謡

に
は

「
十

八
轟
太

轟
躍

・発
」
　

井
・「
な

つ
て
お

り
ま

募

た
，　
轟

し

」
一
鞭

手

は
、
　

鍮

ど

が

一
機
械

が

強

つ
て
い

る
一

と
反
等

し
　

事

実

を
懸

め

ま

せ
ん

。
霧

装
、

一響
毎

も

「
Λ
Ｏ

一
０

こ
奪
」一　
一
昨

年

は

「
五

二
七

奉

ざ

奪
」

で
し
た

。

私

が

誘
吟

の
難
一導

巻
嚢

き
義

轟

た

の
が

三

年
難

で
す

。

こ

の
難

の
ぬ

式

琴
攀

緻
菫

景

で

轟
る
と
羹

覚

し

て
い
ま
す

。

「
輸

」

嚢

つ
萎

■
教

わ

ら

こ
と
は
、

臨
単

に

鐘
奮

得

轟

来

ま

せ
ん
ギ

な
ぜ

か
呼
愛

の
準
成

爆
が
出

て
お

奉

ま
す

。

羮

菫

一〓量

鍾

』
か

ら
南

聡

織
羹

燕

を
学

ん

で
Ｌ

藁

二
奪

で
す

。
今
年

轟

凛
レ
ク
‥
ｔ

義

一轟
蝿
課
毛
多
争
え

ずヽ

壽
ま
警
亀

教

場

で
要

く
装
輔

の
選

定

、
内

容

に
毎

鐵

機̈
暴

し
、
感

謝

し

て
お
等

ま
す

。

嘉
装
生

時
代

の
会

り
得

意

で
な

か

つ
た
漢

論

を

政

め

て
学

ぶ

こ
と
が

で

き
鐘

し

い
繋

り

で
す

。
機

会

が

轟
・れ
ば

、

詠

轟
れ

て
糧

る
場

断

を
訪

れ

、

量
曇

を
重
な

が

宅
峰

じ

た

い
と

な

っ
了
、
量

攀
ま
す

。

繭

述

命
雄
り

「
鈴

」

参
難
襄

昧

と
言

う
に

は

ま
だ

ま

だ

で
す

が

、
爾

萎

さ

、
霧

粋
味

わ

り
、

と
言

っ
た
感
鐘

が
分

か

拳
襲
費

に
達

ん

で
行

き

た

枠
と
心

し

て
お

黍
ま

す

こ
菫

亀
豊

方

、
先

輩

の
壼

墨

の
薫
錆

ら
し

換

一‘
鈴

一

〈、

と

一
歩

で
も
近
づ

く

こ
と
を
与

蠣

に
あ
た

り

心

し

了
ヽ
お

り
ま
す

。

透

麓

鐘

ヶ
養
〓
　

華

藩

五
十

歳

を
進
ざ

て
か
ら
轟
一味

藝
舞

％

と
短

畿

を
始

め

て
言

等

が

轟

っ
と

い
う
間

に
進
ぎ

て
し
ま

れ
ま
し
た

。
毎

麗

藝
竃

歌
金

な
業
難

ら

れ

い
声

で
鈴

識

さ

れ

も
方

が

繰
暴

マ
じ
や

い
ま

し

て
、
羨

ま

し

く
思

っ
て
お
季
ま

れ
・た
。

憲
ミ
セ

ン
祭

等

の
会
場

で
理

達

参
短

歌

を

論

難

し

て
下
さ

警
え
鑢

ケ
谷
教

鍵

舎
諸

議

覆

感

鑽

し
、

人
会

さ

せ

て
藤

き
、

二
年

が

繭
ぎ

よ

う

と
し

て
お
準

ま
す

ゃ

ま
だ

ま
だ
充

彎

な

魔

葉

が
轟

釆
ま
せ

ん
が
、
電
畿

会

で
醒
時

々

は
輸

轟

さ

せ

て
漂

攀

る
よ

手

霧
な

り
ま
し

た

＾

毎

憂
粧

し
く
轟

ご

し

て
暴

誇

ま
す

が

、
講

義

の
教
室

で
薫

い
き

論
覺
事

し

た
後

数

と

て

議
溝

々
じ

纂
気

持

ち

≧
な

《
ま
す

。

今
後

と

も

ど
う
ぞ

宣

し
く

拳
嚢

』
勤
一
し

ま
す

〈

”
生

れ

て
襲
窄

一木
等
六
度

　

茸
凛
り
事
一
姦

ま
だ

ま
だ

育

奏

　
攣

き

て
生

き
た

き
“

吟

薬

そ
求

心

て神

豪

坂

　

森
継

　

援

子

澪

千
塗

爾
轟

簑
会

〓
奪

鍵
を
選

え
ま

羹

轟

鶴
豊

い
ま
す

が

、
五

曇
妊
藁
轍

じ
金

っ

て
い
ま
す
ち

赫
轟
数

に
義
夫

婦
会

要

が

三
線

さ

い
ま
す

ガ

、
彼

Ｌ

に
集

け

な

い
よ

う

鍾
、

撥
場

で
、
家

で
運
張

っ
て
い
ま
す

。

諄
撃

彗
、
数
鑢

羹
裁

七
潟

年

で
、

菫
意

の

金

が
開
響

さ

れ
、
宗

家

を
は
じ

め
、

多

く

の

先
生
方

・
亀

輩
方

に
轟
会

え
、

そ

の
幸

を
難

く

こ
と
が
轟

喪

て
、

奪

せ

で
じ

た
。

台

震

鍮
影

響

で
轟
管
会

が
延
饉

に
な

り
、

多

く

の
華
・友

の
時

を
鍾

く
機

会

を
失

黎
と

て

き
残
金

で
す

。

要
誇

が
好

き
な
重

義

、

勇

二
鑓

の
数
菫

が

特

ち
轟

じ

会
，
美
事

の
先
生

の
下
、

奥

藝
亀

輩

，
棒

関

に
轟

ま

れ
、

藤
張

っ
て
簑
ま
す

。

毎

爾
先

生

か

ら
阿

じ
鐘

攘

奎
嚢

き

ま
す

が
、

な

か
な

か
上

手

く

い
き
ま
せ
ん

。
鍍

善

轟
莱

る
よ
う

紅
議

轟

琴
な

い
と
思

い
ま
す

。

六

理
響

０
年
童

参
今

、
私

豪

七
本

で
時

じ

て

静
ま
す

。
鐵

え
れ

蒙

一
番

長

持

ち
す

る

０

鐘
菫

書

の
鋳

羹
だ

そ
つ

で
壕

ら

こ
れ

か
ら

も
学

び

参
機
金

を
多

く

し
、
篭

添

も
充

実

し

て
い
き

た

独
と
思

繰
ま

す

。

七
本

で
時

じ
畿

攀

ま
す

。

墓

蓑

季
薦

入
金厨
轟

爾
　
権

轟

　

彗
〓

ぜ
成

言

八

年

五

饉

に
免

織
羹

篇

二
支
轟
教

場
　
（
嚢
婁
一
塁

）

鉦
入
会

さ
せ

ず
轟
曇
き

幸
夢
し
た
。

・実

類
五
年

髪

繭

菱

一
度

入
会

し

た

鈴

で
す

が

、

壼

事

の
華

合

で
連
会

わ

ま
し

た

。
従

幸
て
今

襲

は
難

要

け
藝

入
会

と

い
う
毅

で
す

。
ど

う

ぞ

よ

う
し

く

轟
願

移
し
ま
婚

。

さ

て
、

こ

義

菫

套
来
年

の
奪
斃

紅
藩

ん

で
の
原
纏

鍍

蟻

を

要

き

一
言

書

か

せ

て
隷

奪
ま

す

患

七

〇
豊

理

達

を
簑

に
畷
途
安

銀
生

き
選

醸

簑

十

年

警

轟
議

轟

装
な

っ
た
栞

全
叢

幸
醸

疇

核

を
辞

与
襲

入
金

さ

せ

て
凛

さ

ま
し

た
が
、

そ

の
動

機

は
詩
勢

を

生
涯

鋸
鸞

隷

装

彗
た

い

と

李
う

雲

罪
と
、

お
韓

轟

こ
な

っ
た

た

二
参

灯 じ神
の議 た楽縁

議鈴
C疑
轟

端 を 最 手
へ始  擁 て
の導  に ｀

入る 人 l:
会 き 会 li
‐
で つ  し 1■
しか  ｀ ‐
か 肇オ
0と

人 な

会 つ

籍 た

議 の

書ヽ・■
V



峰

主

曇

織
喜
金

で
す

。
義

奎
九

二

へ
躍

鸞
離

恭
基

霧

へ́
二
誕
難
人

預
燿

拳

言

て
譲

準
て
轟

審
ま
す

）
ま
だ

ま
だ
議
亀

竃
轟

鈴

難
裟

量
が

ま
せ
な
．

で
す

が
、

少ヽ
し

う

哀
く
等
ゞ
風
Ｉ

一

≧
が
轟
・鷲
た

が

な
・と
意

え

る

一時
は
悪

れ

い
も

・華
で
す

轟
。

ま

か
華

年
十

鷹

の
菫
蓼

金

で
輩

妻
璽

苺
纏

習

し

力

「
鐘
扇

轟

理

参
歎

一

を
論

義
自

分

で
韓
轟

が

っ
て
余

摯
婁

響
轟

薫

で
は

な
か

ャ
主
主
思

警
て

砕
ま

し

た
が

、

枠

参
も

ご

難

華
要

■
て

暴
拳
彗
羹

先
生

轟

一，
今

璽

で

最

も
員

が

警
え

」
と

お
褒

曇
嚢

壽
え

織
鍛
饉

し
暴

４・
変

千
二
手
ね
。

今

議

と
も
義
・力
一と

の
交

菫

と
轟
髯
合

い
を

霧

録

，■
彗
て
参

Ｌ

で

ち
ｉ

手

く
鋒

ず

儀

二
≧

一か
で
き

４
・よ
拳
騨
進

じ
キ
一
れ

こ
攣

轟
ま

ｉ
■

ふ二
等
母
千
す
一春
，本
羹

よ

せ

て

Λ
ギ

マ
支
畢

　
一議
末

　

彙
彙

）
ヤ
ン
ヽ

ゴヽ

ル

・
・

議
童
襲ヽ

棗
等

を
■

轟

可
　
）

晏
鍵
か

も

雲
Ａ

■

を
請
鋒
■

選

し
く
主

壼

て

一

行

く
事

嚢

善
を
表

轟

た

義

で
，す
、

二
ξ
）
〓
墨

一

三

薬

参
教

場

で

暴
詩

吟
．唾

萎

を

し

て
行

く
疑

一

一青
で
す
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

轟

義

入

食
八
年

華

逹
Ａ

号
主

華
奪
曇

，
秦
■

伝

準

轟

鍵

器
受
験

奎
諄

を
得

た

難

で
、

■
■

一

鯉

三

羮
受
鍍

し

ま

藝
え
．
馨
聾

套
繁

本

書
盤

一

か

ら
参

脊
責
婆

可
彗

ょ
鳥
二

一
参
お
轟

を
譲

懇

一

え

の

で

一
賢
心

・ニ

ユ

｝
毛
髪

こ

ろ

で
す

。

こ

一

れ

か

ら

は

釜
襲

嚢

鈴

重

を
拳

ぶ
菫

≧

し

て
翼

一

義
簿

を
行

饒

器
婆

亀

と
し

、
鈴

轟
覇

鐸

と
黒

一

曇
一
参
鑓
途

涎
努

轟

て
、彗
・砂
ま
ｆ
ｔ

そ
し

ｆ
、家

一

東

鎮

条

寺

「
翼

警

美

」

を

亀
¨
っ
て
鋒

鷺

そ
泰

一

粋

て
参

与
ま

す

，

そ

し

て
更

に
時

島

０
羹
ｉ

一

を
、

千
貧

藝
議

襲

会

奪
豊

経

記
舞
島

し

て
行

一

き

た

準
舅
一
悪

準
可

曇
婁
す

。
今

後

と
も

、
食

一

長

、
感

先

生
方

義

糎
ご
釜

準

を
宣

暮
く

奪
嚢

一

枠
華

与
ｔ

げ
ま

す

．
　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

盪

靡

凩

量

牢

魃
で
」
筆

澤
撻
豊

「
菫
隆
悪
を
基
姦
〓・
築
萎

議
窯

摯
鰺
菫
贔
」
季
轟

工
幾

「
撃
鞍
萎
華
嬢

蟹
発
す
」
舞
本
電
違

写
鱚
扇
羹
鷹

畢
畿
」
三

野
雲
襄

一
稜
へ

舎
嚢

一
け
津
葵
錢

「
灌
菫

疇

夕
ｔ一
璽
躍
舞
轟

「
濾
羹
轟
〓
貴
革
鷲
彙

零
聾

驀

轟
飲
す
」
鍍
菫
薫
轟

「
け
饂
菫
」
霊
諾
■

轟

「
籟
穫
攀

に
豊

る
」
は
集
彦
鼠

「
璽
瘍

参

鋳
」
籐
本
睡
藁

「
歌
畿
』
封
ｉ
鍍
進

．嚢
覇

鐸
鸞
幸
轟

諄
素
曇
後
義
籐
基
会
婁

書

，驀
薫

一

で
嚢
め

て
震
孝
ま
れ
た
。
奉
隷
吟

鋳
養

趙
も

委
難
義

≡
蒙
轟
鵞

氾
参
諄
構
が
轟
象
、
雪
く

一三
二二
翼ヽ
「́
て
締耀
秦
∵
人
拳
すｔ
一計
食
」
孝
ず、
い
へ鑢
゛

義 七省,磋 菱 f'ヽ 箋  黒 t壌 寺 ≦桑裏 唾 幸喪 八畿
釜 気もで輸ず金雲 ドまま押I命 畿なや整が .え 毎 :こ 私
灘[ti鐘 モて :ミ ほ奮み

｀
だ後 手が し難 豪 :な :■

iミ 隻で 義
・
鷺教え

｀
難 で子な幸て

｀
I姦 わた 二 等彗

か に 'I鸞 場会 手 °載 fiと 灘 t 'も くヤ鷹 ま肇
暴懇 嘉轟す菱 墓或  無濾義轟 童霧 のなでム しに
難響:鰺華 昼鋸 委 :―  彙 暴轟華 しヽ争で 轟す 撃計書
素量縫 をた事翼て八 な誕 てよ

｀
は畢
・
と
]｀ °
モ

で :.鋒 て を難藝毒  蓬鐘惑 くそ 曇 寺謹雲 肇ほ う
幸 ま玲 攘妻金き か 鍛 :F藝 毎柔本  じは事み 華
■■.れわ轟轟 ま二 が書え羹事が  な こ書ままで
‐
■辞 奪Jf t/・ なメ燿  め くこ 議峯議  事業大峰今
をヒ・を1鐘 ま員奥難  勢にこ鐘 と轟  尋か菫 と奪
主だて ,「 こ.裏 =子  ま轟毛重嘉ti 率 ら亜

｀
で

ずれ をヽ救たなモ成 すた■・てう言 学 :i撃 曝ニ
:雲 4競 ・ サし嶽  °千言葉も葉 蓋誰争奪十
ジ鵞器展裁

｀
■嘉  :雲 ウえ寺嚢  で参 :こ 計靖

轟轟言で嵯諸  義轟 峯菱饉 事
嬢簑轡簑 長時ヽ 曜

｀
■ _調
´
鍮鑽 轟九

:こ 壇 圭二一ξ)峯 委い童盤
′をを 彗蒔  護こ

簑 三
:チ
響
=響
導る瑾 業彗轟て :ヽ  大

を __峰 響毅 '・ 神通蕪華議 I] 辞
凩平隆 轟素で舞  ① の し等Å 羮  寅
く霞奉 iノ 雲壽 本 だ :主 註メ赫

｀  雲
・ な量 亀 まi室会  与 …

Ⅲ
■宮濤   季

梓奮 茎 ・鑢 :こ 般 だ 薫童薫 奪本  溝」(
黎=~L きまら 峯轟黎奮畿教  ‡集
警1轟 事  ｀晏奉  等で

'■

:′ 季萎   ネ
曇糞含  ‐奎攀  時

｀
九 て萎で 重暴

.̈鼻 秦  入理 塵 L員 煙 1ヽ 良 義 萎鋒
瞳 養

:チ  づ萎まl と爾 :‐ る祭撰

芝 ¬ _: ‐,まl ' も巽 …転 :二 年  ■
轟驀寒  粋 '十  言藝 ま慢か

｀
母 建

を■纏  羹嚢 二 襲えか ら参議

幸
嚢穫
痙
■
，義
轟
覇
樫
森
覆

一
鷲

一
誓
討
け

鳶
輩
壁
轟
難
鍋
振

彗
菫
彙
鍵
轟
彙
鍵

姜

諸

丁
　

郵
●

一

鋒

草
　

　

“攀

畢



星          耐◇
にのカウ  オ倉衛んでの技鬼加 中丸
期カラグ革シケ隆

Lが
若実術 もえ飲  の申

営:募 1智f黒螢賃更i琴超輩曇賀厚璽新
てケ
｀
嬢おん吟 の一でて勇折 出吟打氏二会

菫暮詈t讐ス量最ごワ奮像轟こ鳳買貫昴員
す回とてい月上の年盛た各付儀めゴ月教紹・
奮隼饉丁曇言筈埜菌多惜考慮2夕曇

場介
み
°
さ
~゙違 °
続飲ス残現る言

~~ ~
｀
特れ若  い得いみ仲る役 °う唄
吟にたい な意て屋間 °中土のう
もプ良頃 いのい ¬の浅の木だ等
大 口いか  ゛力る安奥草仕屋か多
い並声 ら  ラ名兵さ橋事 ｀ら才

簿露急「聖IE健テ醤苓漂哲なし懃醸賃二
又 出 リグたニ ィ会年験 い厳 か大 を会昨

彗輩≦ヤ
で
運掌套
Ч
ξ曹 ヒ
k塞
警纏量

吟 し一 プニ続二 の全たの
｀
時 いいえ

｀

で たグがつでグ姿員 と不ブ間の会
｀
来

し
゛
ルニ続杉ルでが思満 口的全員三年

たそ l月 い並 :あ 合 いが ッに体 にOに°
れプ三 た公 プる吟 ま残 ク独温積 ○迎
での 日台会 開 ¬以す り格吟習ん名 え
もみ⌒風重催お外

°
ま差で会で体 る｀

が火 ので とさで  しも登で も制創
新予
V上
開な ら登  た出壇 しらの立

会定 に陸催 りい壇  がてす た ぅ運三
員通延 で予

｀
会 し 員特 る °こ営 ○

は り期
｀
定十
L｀ 重 に こ との周

劃
掘
帽
♂
風襲釆で野

一

◇
東
陽
町
支
部
教
場

本
橋
　
英
毅
氏

（
八
月
入
会
）

詩
吟

の
勉
強

に
大
変
熱
心
な
か
た
で
す
。

神
楽
坂
一教
場

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員
募

集

を
見

て
東
陽
町

に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

銀
行

を
定
年
退
職
後
趣
味
に
と
詩
吟
教
室

に
通
わ
れ
た
経
験

も
あ
り
、
今
後
期

待
し

て
お
り
ま
す
ｒ

日
野
　
儀
一光
氏

（
八
月
入
金
）

神
楽
坂
教
場

の
会
員
墓
集

の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
通
し

て
本
需
氏

と

一
緒
に
入
会
さ

れ
ま
し
た
。
詩
吟

を
勉
強
さ
れ
た
経
験
も

あ
り
今
後
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

◇
中
野
教
一場

金
井
　
俊
夫
氏

（
十

一
月
入
会
）

清
水
建^
設
Ｏ
Ｂ
で
中
央
乃
木
会

の
理
事

を
さ
せ

て
頂

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

い

つ

か
は
村
上
先
葦

の
所
に
基

る
も

の
と
予
感

し

て
お
り
ま
し
た
。
晴
れ

て
入
会
出
来
ま

し
た

の
で
、
皆
様

に
少
し

で
も
付

い
て
行

け

る
よ
う
精
進

し
、
技
量
万

向
上
に
努
め

た

い
と
思

い
ま
す
。

◇
新
陵
教
場

木
戸
　
　
彪
氏

（
八
月
入
金
）

趣
味
は
？
と
問
わ
れ

て
自
信
を
持

っ
て

答
え
ら
・れ
る
モ
ノ
は
有
り
ま
せ
ん
が
、
敢

え

て
答

え
る
と
す
れ
ば
、
読
書

で
す
。

こ

の
度
、
先
輩

に
勧
め
ら
れ
、
学
生
時
代

に

聯

か
響

っ
た
詩
吟
を
再

開
す

る
事

に
な
り

ま
し
た
。
元

々
漢
詩

・
詩
吟

ら
は
興
味
を

持

っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
専

心
し
た

い
と

思

い
ま
す
。

◇
丸

の
内
清
流
教
場

望
月
　
葉
子

（
九
月
入
会
）

私
は
、
父
が
琵
琶
を
や

つ
て
い
た
影
響

か
、
子
供

の
頃

か
ら
琴
、
浪
曲
、
声

明
等

を
聞
く
事

が
好
き

で
し
た
一。
中

で
も
詩
吟

に
は
深
く
関
心

を
持
ち
、
自
分
も
い

つ
か

）
朧
誹
℃
賀
極
燎
い
■
醜
邸
嚇
け
叙
齢
嗣
ド

ｑ
Щ
呵

未

届

さ

ん

（
代

々
木

教

場

長

）

平
成
廿
六
年
九
月

四
百
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
甘
年
五
月
代

々
木
分
室
を

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
享
年

八
十
三
歳
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

●
高
嶽
葺
薗
翻
翻
「
創
翻
冨
到
堀
薇
蜃
珊
】
‥

平
成
甘
六
年
十

一
月

一
日
逝
去

さ
れ

ま
し
た
。
平
成
甘

一
年
二
月
古
都
鎌
倉

に
鎌
倉
分
室
を
開
設
さ
れ
、
五
年

範
亘

り
教
場
長

と
し

て
基
礎
を
作

り
、
多
く

の
会
員

を
育

て
ら
れ
ま
し
た
。
事
年
八

十
五
襲

。
ご
冥
福
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

l統のし田 緊をな 卜か今稿二
ジを停たの甘のお りが ら後頂年今
へ支滞・夢周課願

｀
続星もいに号

向え傾今童年題いパい野 ごた担で
かる向そ京記で しソて久協多当五
つ会のの三年すてコい風力くし○
ての中夢○号

°
いンま氏をのて号

い一では0に  まですのお会十 と
まつ健現名飯  す編 ・描願員五な
す と闘実“田 が集 ワくいの年 り
°
しをとと前  ｀で iス し皆にま
て続な書会 次きプケま様なし
更け りか長 号るロ ツすにりた
⌒なて

｀
れが かスがチ・感ま °

八るい詩て " 基夕限の十謝す平
田スる吟い千  の ツ界力四致・成Vテ
流界ま代  喫フと ツ号 し寄十

さ
ん
に
出
会

い
、
菅
原
教
場
長

の
も
と
に

入
会

し
ま
し
た
。
初
め
て
先
生

の
声
を
聴

き
、

こ
れ

こ
そ
私
が
小
さ
い
頃
か
ら
憧

れ

て
い
た
声

「
詩
吟
そ
の
も

の
」
だ

と
実
感

し
ま
し
た
。
そ
し
て
事
緬
か
く
、
蜂
確

で

分
か
り
易
く
、
指
導
上
手
な
先
生

に
更

に

感
動
し
ま
し
た
。
少

し
で
も
菅
原
先
生

の

吟
詠

に
近
ず
け
る
よ
う
頑
張

り
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

萎
編
轟
一葉
壽
後
”
塁
轟

10


